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PES(通称＝ペス）

ポリエーテルサルホン樹脂

(Polyethersulfone Resins) 

I PES I 

ポリエーテルサルホンは、英国ICI社により1972年に開発された超耐熱性エンジニアリング ・プラ
スチックである。 未充填の熱可塑性プラスチックのなかではテフロンに次ぐ高い耐熱性(UL温度
インデックス180℃)を有する。非晶性ポリマーで、特に高温下での機械的強度が優れている。

ジクロロジフェニルサルホン

ジクロロジフェニルサルホンとジヒドロキシジフェニルサルホンのカリウム塩を原料として縮重合反応
により得られる。

一層ポリ工チレンバック

UL規格 ：認定
MIL規格 : C81511、150℃認定
食品衛生法：厚生省告示第434号合格
FDA ：食品との接触に対し認可（昭和54年）

非晶性、ユハク色の透明な熱可塑性樹脂である。
室温ではポリカーボネートに似た強靭な硬質の樹脂であり、200℃近い高温でも寸法変化や物性
劣化を起こさずに、長時間の連続使用に耐えるが、400℃以上で炭化し始める。

射出成形：シリンダー温度320~ 390℃、金型温度110~ 180℃、射出圧100~ 160 MPa 
押出成形： シングルスクリューが適す。フィードゾーン180 ℃、圧縮ゾーン330 ℃、ダイ付近330 ~ 

350℃、L/D=20/lが必要、また圧縮比は4:1が好ましい。

電気・電子分野 ： コイルホビン、タイミングスイッチ、コネクター、ランプケ一ス、ヘアドライヤー

グリル、プリント基板、ヒューズボックスカバー、モーターキャップ、工業用
ドラグイヤー窓、ランプ、反射板、ポテンシロメーターケ一ス

自動車分 野：エンジン ・ キャブレターのインシュレータ、フォグランプリフレクター、
ベアリング ・ リテーナ、自動変速ギア

機械部品分野 ： ベアリング・リテーナ、温水ポンプハウジング、温水器部品、熱水パイプ、
医療器具／食品加工機械分野：

血液分析器、血圧検査管、双泉ウィンドー、食品工業用バルブ、パイプ
航空機分 野：窓枠、ホットエアダクト等の内装材

ソルベイスペシャリティポリマーズジャパン BASFジャパン
住友化学 三井化学ファインケム

既存化学物質 (7) -1853 CAS No. 25667-42-9、 36313-66-3、
113569-14-5 

輸出（入）統計品番号 3911.90 (3911.90) 


